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2C9 地震防災を中心とした 中堅・中小企業の 危機管理行動指針に 関する研究 
0 五百 蔵 弘典，鈴木正直，佐々木四郎，谷口邦彦，小川裕 策 ， 

大塚 徹 ( 大阪科学技術センタⅡ 

1 . はじめに 

昨年 1 月未曾有の被害が 出た阪神   淡路大震災の 教訓として、 特に産業界では 
企業における 危機管理マニュアルの 不備がクローズアップされ、 既に大企業では 

従来の防災マニュアルの 見直しを行っているところが 数多くあ る。 

しかしながら、 今回最も被害を 被ったはずの 中小企業については、 その規模的 

な制約もあ り充分な態勢がとれず、 必ずしも教訓を 活かしきれていないのが 実情 

であ ろう。 阪神・淡路大震災の 中心地域のような 企業と生活者が 混在している、 

いわゆる職住混在地域においては、 企業の防災・ 災害対応如何によって 二次災害 

に 大きな差が出てく る。 その痛ましい 一例は、 神戸市長田地区の ケ 力 ルシューズ工場の 可燃物 ｜ よ る 

火災であ る。 一方、 企業によっては 自社の消防隊など 関係者を地域に 派遣して消 

火や救急活動で 地域住民に協力をしたケースも 多くあ った。 このような行動は 企 

業の地域の二次災害の 軽減に役だっており、 今後の防災体制の 構築における 重要 

な 事項であ ると考える。 

このような中で、 当 センタ一の A T A C ( * ) グルーブではかねてより P I   」への 

取り組みなど 企業の危機管理に 取り組んで来たが、 この度の地震の 発生後、 中小 

企業から 「危機マニュアル」 の作成についての 問い合わせが 増加したこともあ り 

、 独自の調査とマニュアル 作りに取り組んで 来た。 

一方、 科学技術庁では 地震の直後に 地震防災科学技術推進検討会を 組織され、 

その検討結果に 沿って着手された 地震防災総合研究に 向けたプロジェクトづくり 
に、 当 センターも参画した。 この中でともすれば 看過されてきた 中小企業の行動 
指針の作成を 支援するガイ ドラインの作成を 目標としたテーマを 提案し受託する 

に至ったものであ る。 

2 . 科学技術振興調整 費 による地震防災総合研究 

( 1 ) 科学技術庁 ・地震防災科学技術推進検討会 ( 1 9 9 5 年 ) 

防災の研究については、 平成 5 年閣議決定された 「防災に関する 研究開発基本 

計画」 があ ったが、 この度の地震はこの 想定をはるかに 越えるものであ り、 直ち 

に標記の検討会が 設定され、 特に地震防災に 関する視点を 基盤に、 「阪神   淡路 

大震災等を踏まえた 地震防災科学技術の 推進方策について」 がまとめられた。 

( * ) A T A C : 1 9 9 2 年占センタ一の 創立 3 0 周年記念の一つとして 設立さ 

れた事業で、 企業の技術系 0 B がその経験を 活かして中小企業の 技術経営に関す 
る 問題の解決を 支援するもの。 Advanced  Techno l ogi s t  Ac t iva t i on  Cen ter の略。 
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遺業を想定した 「危機管理ビジネスガイ ド」 を作成した。 

この目次を、 第 3 図に示す。 

4 一 2 第 2 年度の取り組み 

内外の関連調査を 進めつつ、 危機 

管理マニュアル 案について中小企業 
に対するアンケー トと聞き取り 調査 

を通じて、 案の各項目に 対する個々 

の 企業からの意見を 聴取し、 これの 

解析を基にガイ ドライン案を 作成す 

べく取り組み 中であ る。 

( 1 ) 主な調査活動 

① 地域における 企業の地域協力の 

事例 ( 神戸大学調査資料より ) 

同大学の調査結果として、 下記 

のような事例が 報告されているが、 

この中で企業が 平素から地域や 自 

治 体との間で、 ・ まちづく り協力や 

防災協定を持っていたケースが 早 

期の活動着手に 効を奏したと 考え 

られる。 

  地域内で発生した 火災に対して 

消防隊を組織して、 地域の消火 

活動に協力 
  同上の事態に 対して、 ホースの 

提供や工場の 水圧ポンプの 作動 

などで協力 

  断水で困窮していた 地域住民に 

業務用の水を 飲料水として 提供 

  会社から、 バール、 鉄 パイプ、 

、 ジャッキなどを 持ち出し救援活 

動 に協力 

  建設資材、 ヘリコプタ一など 業 

務用機材や食糧の 提供 

  避難住民に対して 避難所として 

企業の施設や 入浴用に保養施設 

の 提供 

② 地方自治体の 防災体制に関する 
調査 

企業の防災 ・ 危機管理と地域や 

上位の自治体の 体制などとの 接 ， 点 

第 3 図 危機管理ビジネスガイ ド 

危技 哲理ビジネスガイド 
( 中小企 集 の 危技 対策マニュアル 作成の為に ) 
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ほ ついての知見を 得るため、 下記自治体の 体制について 調査を進めている。 

，米国 : サンノゼ 市   国内 : 静岡県、 兵庫県など 

( 2 ) アンケートと 聞き取り調査 

前年度に作成した 「危機管理マニュアル 素案」 を表     に示すような 企業や 

学識経験者に 提示して、 アンケートおよび 聞き取り調査を 通じて、 企業が自ら 

の危機管理マニュアルを 作成できるガイドライン 案の作成を目指して 調査中で 

あ り、 この結果を踏まえてガイ ド ライン案を作成する 予定であ る。 

表     ビジネスガイ ドインタビュ 一先 

5 . 今後の取り組み 
5 一 1 第 3 年度 : ガイ ドライン 151 ～ 30¥ 人 

最終版の完成 以下 150 人 300 人 以上 計 

製 造         2  2 
第 2 年度で作成したガイドラ 建設 

        

イン案を使用して、 いくつかの 運 輸       

企業と危機管理マニュアルの 作 卸 ・小売           

成を通じてガイ ドライン案の 評 試験・研究         

価を行い、 この研究の最終成果 各種事務所         

として、 ガイドライン 最終版を 学識経験者 (1)   

完成する。 
計 1  2 1  5 1  3 1  0 5@ 0 

5 一 2 第 Ⅱ知     地方自治体と 共同で実地利用研究 
ガイドライン 最終版を 、 例えば C D 一 R O M など流通できる 媒体に納め地方自 

治体と共同で 実地利用研究を 進め、 研究成果の評価と 普及に関する 研究に取り組 

む 。 

6 . むすび 

本研究の推進においてほ、 神戸大学工学部・ 室崎 益博教授はじめ 関係の先生方 
から多々ご指導 こ 助言を得る機会を 得たことに対しここに 深謝申し上げます。 

また、 この報告は、 1 1 月 5 日 ( 火 ) ～ 8 日 ( 金 ) 開催される第 3 回日米企業 
防災シンポジウム ( 於 : サンノゼ州立大学 ) において報告を 予定している。 

一 以 上一 
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第 1 図 「市民の安心と 安全な市街地を 創出する総合的な 地震防災に関する 研究」 

社会経済・教育分科会 主査 : 古賀泰之 建設省土木研究所地震防災部長 

1 . 地震防災の理解を 深め安心な市街地を 計画するための 研究 

( 1) 都市震災の社会経済的影響評価システムに 関する研究 ( 建設省土木研究所 ) 

(2) 地震防災の教育・ 啓蒙に関する 研究 

①日常の防災意識に 関する研究 (( 財 ) 民間都市開発推進機構 ) 

②防災教育・ 訓練ツールとしてのバーチャルリアリティの 開発 (( 財 ) 未来工学研究所 ) 

都市施設分科会 主査 : 小出 浩 ( 財 ) 都市防災研究所評議員 

(3) 地震防災のための 都市施設計画手法に 関する研究 

①公共施設を 活用した地域防災活動拠点整備手法の 開発 (( 財 ) 都市防災研究所 ) 

②避難波 ぴ 被災者収容等に 効果的な公園施設に 関する研究 ( 建設省土木研究所 ) 

③地震防災のための 公園緑地計画及 び 市街地火災に 関する研究 ( 建設省建築研究所 ) 

④円滑な復旧・ 復興推進方策の 構築 (( 財 ) 都市防災研究所 ) 
  

情報・生活分科会 主査 : 室崎益輝 神戸大学工学部教授 

2 . 震災時の市民生活・ 社会活動を守る 研究 

( 1) 地震・災害状況の 情報収集・伝達に 関する研究 

①地震時の即時的情報伝達に 関する研究 ( 運輸省気象庁、 ( 財 ) 日本気象協会 ) 

②被害情報の 早期収集システムに 関する研究 ( 自治省消防庁消防研究所 ) 

③地理的特性・ 災害現況の マッ ピンバ及び提供技術に 関する研究 ( 建設省国土地理院 ) 

④災害時における 臨海部物流情報に 関する研究 ( 運輸省港湾技術研究所 ) 

(2) 被災地における 生活に関する 研究 

①職住混在地域における 地域防災体制に 関する研究 (( 財 ) 大阪科学技術センタ 一 ) 

②震災時の被災生活に 関する研究 (( 財 ) 都市防災研究所 ) 

③メンタルケアを 中心とした被災生活のケア 手法に関する 研究 (( 財 ) 大阪科学技術センタ 一 ) 

④被災地におけるガレキの 処理・活用に 関する研究 ( 運輸省港湾技術研究所 )   
住宅分科会 主査 : 渡辺一正建設省建築研究所防火研究調整官 

3. 住宅地の総合的な 耐震化に関する 技術開発 

( 1) 木造住宅の耐震化に 関する研究 

①木造住宅の 耐震性評価及 び 補強手法に関する 研究 ( 建設省建築研究所 ) 

②木造住宅材料の 耐震性に関する 研究 ( 農林水産省森林総合研究所 ) 

③実大模型による 振動実験 ( 科学技術庁防災科学技術研究所 ) 

(2) 住宅の火災発生防止手法に 関する研究 ( 自治省消防庁消防研究所 ) 
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